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務
内
院
は
持
続
以
主
の
お
年
寄
り
が
約
7
日
0
0
人
口
い
ま
す
，
来
年
に
は
全
市
銭
の
ア
%
官
官
怒
し
、
高
齢
化
一
聞
の
hw

総
入
引
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
包
浴
中
一
滞
緩
滋
る
の
に
、
人
の
手
を
骨
四
り
骨
暗
け
れ
ば
仲
ゆ
ら
怠
い
弱
年
寄
り
ゃ
身
体
隊
機
轡

殺
か
か
え
る
家
獲
巴
派
漉
す
る
一
地

i
ム
へ
ん
パ
l
(家
庭
奉
企
画
調
〉
制
即
時
融
、
絞
す
窓
ザ
幣
要
ガ
多
く
骨
格
る
で
し
ょ
う
.

畿
の
窃
り
の
お
世
話
後
し
だ
り
、
制
叩
蹴
制
緩
手
応
怠
つ
だ
り
と
、
四
榔
骨
慌
行
各
市
W

ホ
i
ム
ヘ
ル
パ
ー
ガ
部
地
獲
し
て
い
務
ザ
。

さ
ら
に
多
く
の
と
利
制
問
後
翁
符
ち
し
て
い
ま
す
必
“
疑
棚
問
い
合
わ
せ
帽
帽
枇
探
恋
人
線
被
係
費

鶴
間
賠
盟
盟

食
事
、
淡
欄
聴
か
ら
鶴
間
鞠
樹
、

務
動
入
泌
す

iど
ス
も

家
問
概
瀞
品
川
滅
的
サ
ー
ビ
ス
に
辻
、
時

滋
栄
治
的
世
話
を
中
心
に
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
ivh
ス
的

中
か
ら
.
各
家
縫
で
必
察
止
す
る
も
の

を
行
い
ま
す
。

全
家
事
、
A
H
惜
融
機
政
務
的
世
話
*
被

線
的
成
液
、
地
期
終
*
仲
江
畠
楠
ま
わ
り
の
柿

臨
時
、
制
問
機
絞
と
ん
*
身
の
湿
り
の
世
話

*
徳
治
必
般
向
品
町
貨
物
*
緩
療
協
同
附
悶
な

ど
と
の
連
絡
、
議
総
介
助
権
そ
の
総
‘

必
饗
な
家
等
、
A

汁
綴

+
相
鋭
、
融
冊
輔
、
殺
噛
晴
生
活
、
身
上

そ
何
日
総
必
畿
な
抑
制
談
、
助
醤
、
指
導

A
V
特
動
入
総
ね
た
き
り
老
人
‘
鍾
度

心
身
肌
開
山
常
者
(
兇
)
を
対
象

盟
百
盟
国

ひ
と
り
義
ら
し
ゃ
、
四
鞭
判
記
念
り

臨
時
繁
盛
官
滋
ど
の
方
に

骨
格
的
峨
準
品
弘
同
舟
は
、
史
的
よ
う
な
世
帯

で
殺
泌
を
す
る
人
が
い
な
い
、
ま
た
は
ー

い
亡
J
U
L
I
分
な
世
議
を
す
る
こ
と
が
凶

主義さん的はなðん(攻綴H;ifおむいちゃんも 2~還問i二 I ~室、

主義てもらうのが待ち巡しい綾子$毎遣でもいいですねJ

問

叫

欄

的

制

帽

入

び
老

丑

磨

止

独

紡

語

一
議
ヘ
母
二
時
尚
一
・
か

h

絞

れ

た

轟

者
一
一
議

L

一

議

上

一

点

し

が

ち

こ

お

先

。

;
一
品
基
一
一
時
藤
一
で
耐
申
告

j

舟
也
事
一
丹
を
万

象
一
上
リ
…
上
今
一
一
上
j

臥
や
誇
れ
一
上

λ

る一

一H
M

K

…M
M

t

一
一
一
一
以
一
止
吻
~
を
な

j

鋭
意
い
一

封
一
日
現
ひ

j
e
一一綾

u

v

e

一
量
以
計
畿
や
一
議
努
て
一

ー
…
師
ー
な
方
一
時
金
吉
一
一
助
一
持
説
鋒
て
~
結
き

L
一

…
品
刊
一
一
諒
j

J

一

経

常

一

一

続

一

名

…

線

一

一

一

詰

一

)λ

給

j

…

人

議

一

内

務

一

電

一

一

老

島

一

老

子

一

難
…
故
(
(
川
一
桂
一

n
，

南

端

一

り

紘

一

一

甜

摺

ア

様

、

き

滋

刊

行

一

き

福

一

率
一
能

j

十

一

人

た

量

判

的

一

た

者

一

一弘
ι

一
琶
湖
胤

j

S
ね

脅

校

一

一

ね

葉

一

臨時なも
ι
き
に
揖
遣
さ
れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
務
、
夜
間
用
負
担
な
ど
を
決
か
討
中
心
者
的
装
詩
、
経
験
な
yw
で

争
議
申
訳
、
心
身
的
障
害
、
山
市
終
な
ど
で
定
し
ま
す
。
費
用
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
殺
紛

自
常
生
活
者
殺
む
の
仁
淀
燃
が
為
る
老
な
お
、
家
庭
奉
仕
質
的
派
滋
誌
、
淡
負
観
的
猶
予
(
減
免
)
制
側
双
も
あ
り
寧
て

入
(
お
お
む
ね
部
議
以
上
}
町
家
庭
問
と
し
て

t
R
4時
間
、

3
湖

m
g銭、

H
1
j
l
J
1
4
;
J

室

長

身

体

表

警

を

ど

の

た

め

、

喜

朗

滋

先

品

川

崎

陶

器

で

て

両

側

…

よ

空

間

一

時計

g
i
悶
酪
諮
問
問
コ
…
宇

品
姦
野
町
内
心
身
障
博
警
の
た
め
、
品
郁
子
い
所
得
設
課
税
鐙
警
は

i
v一
一
時
一
時
一
壮
一

W

E
童

話

喜

む

の

に

ぎ

く

義

質

問

の

一

襲

警

れ

二

鵠

一

耕

一

純

一

川

幅

の
あ
る
心
身
出
陣
籍
児
〈
山
間
級
以
上
の
位
相
生
計
中
心
者
町
一
制
年
八
万
品
内
務
総
統
総

E
一
一
一
時
…
時
…
h
J

…
日
ご
い
じ

霊

童

喜

義

心

身

隊

重

喜

差

額

に

よ

っ

て

、

重

重

量

費

一

径

一

訓

誠

一

例

一

剛

一

蹴

一
一
定
…
掛
…
訴
一
詩
一
ー

な

)

亀

え

て

い

る

重

苦

立

主

的

?

?

に

重

土

刊

訂

誌

甚

財

閥

路

翠

罷

し

て

い

ど

ま

ま

寸

「

「

卜

lllffill」

耐

創

・

し

ま

は

霊

額

融

へ

日

恥

引

事

2
ム
同
議
以
上
の
争
奪
義
人
ホ
ー
ム
印
歳
以
上
三

曹
葦
の
上
、
派
還
し
さ
ヲ
一
家
¥
身
体
上
、
精
神
上
ま
た
は
然
日
認
定
活
を
抽
出
入
の
ま
い
借
り
ず
に
一

家
庭
奉
仕
号
、
薬
季
べ
て
に
…
望
的
理
由
及
芸
滅
的
議
じ
よ
幸
で
き
、
事
り
が
な
い
か
、
三

重
す
る
も
の
そ
は
あ
り
ま
せ
ん
a

三

り

・

塁

毒

殺

を

受

け

る

こ

と

が

た

は

毒

事

撃

に

よ

り

奪

え

さ
ん
か
ら
の
縦
波
山
中
織
に
総
づ
き
、
必
一
鐙
維
な
方
が
対
祭
主
将
印
柄
小
に
き
な
い
三
日
対
動
車
で
す
e

た
一

姿
と
ま
蕃
へ
の
護
で
す

e

Z
務
総
護
者
人
ホ

I
I
f
z
i
u
L、
毎
月
の
章
一

停泊
d
k

、Hm問
ふ
札
お
m
刷、4

事

組

問

機

霊

童

話

論

議

長

…

よ

震

以

上

向

老

久

籍

争

論

言

負

担

が

で

き

、

議

案

一

義

で

交

付

)

に

必

要

事

項

義

人

し

、

玄

た

き

り

て

身

体

の

ご

曲

集

柱

ぺ

な

保

証

人

主

警

一

絞

殺

の

幸

主

義

喜

男

事

税

…

ま

た

は

精

神

幸

L

6

削

3
9
3
Z

す
e

一

課
税
状
況
を
蕊
泌
す
る
録
的
制
と
、
幾
康
一
い
密
書
が
あ
リ
、
晴
朗
い
仲
介
惜
綱
決
定
数
喪

e老
人
議
桂
セ
ン
タ
az--
ム
つ
つ
じ
議
)
一

診
断
議
〈
市
指
定
的
機
メ
)
者
添
え
て
一
と
す
る
中
na
ま
た
は
綴
た
き
り
で
は
老
人
が
縫
一
織
で
叫
明
る
い
惣
泌
を
滋
一

言
雪
五
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
す
い
が
‘
日
常
義
的
火
事
告
書
れ
る
寺
、
事
織
票
に
応
ず
る
と
一

マ
決
定
家
、
は
申
翠
聞
に
悲
つ
い
て
…
弁
紛
れ
い
よ
ら
な
付
れ
ば
主
ら
な
い
方
と
も
に
‘
憾
機
抽
選
や
レ
ク
リ
エ

1
…

対

議

事

室

内

量

状

況

を

三

が

対

象

で

す

。

ー

も

皇

室

長

る

重

で

す

。

一

驚
し
て
、
派
遣
の
警
古
、
回
数
、
時
…
閥
、

r
i
e
i
i
B
!
i
i
i
i
i
!
i
i
i
l
i
-
-
i
i
i
i
i

ス調

10月18

日間的月
1
段
、
聞
協
の
も
っ
と
も
纂
本
的
な
統
計
総
殺
で
あ
る
総
勢

総
攻
が
行
わ
れ
ま
す
。
同
閥
抗
町
議
裂
の
総
燃
は
、
岡
山
祉
、
震
用
、
交

縁
、
開
端
境
繋
備
、
住
宅
建
設
な
ど
絞
さ
ん
の
滋
ら
し
に
恋
着
し
た

数
々
な
問
問
題
に
つ
い
て
‘
附
闘
や
都
議
淡
路
、
市
町
村
が
行
政
や
片
付

?
た
め
の
緩
礎
資
料
b

ふ
し
て
料
開
き
れ
る
も
の
で
す
事

9
月
下
約

か
ら
日
目
録
上
旬
に
か
け
て
、
ー
軒
1
軒
の
お
芯
に
綱
同
議
闘
叫
が
お
仰

い
し
ま
す
硲
組
側
さ
ん
の
ご
澄
解
と
こ
協
力
を
お
機
い
し
ま
す
。

間
国
勢
開
掛
牽
裁
問
冊
子
市
禽
総
本
州
郁
也
{
絞
)
8
3
2
0

下総 基 地 の米車機 f吏用 絶

右半身マヒで接持が慰霊堂となった平間みはる

(58殺事灘北会}も、今では1詔1時間百数多がE室主撃
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国
保
加
入
者
を
対

中
峠
区
画
整
理

保
器
地
分
譲

市
で
は
常
勤
刊
か
も
悶
盟
問
料
品
盟
療
線
路
間
{
密
保
山
被
保
険
者
費
総
数
に
、
人
間
同
ド
ッ

ク
を
ス
タ
ー
ト
告
せ
愈
泌
す
。
こ
れ
は
病
気
の
早
期
焚
箆
・
期
義
経
を
銭
的
に
、

留
保
事
世
帯
の
…
殺
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
市
医
師
脚
会
的
制
融
カ
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
市
で
も
検
変
質
燃
の
一
部
を
摘
効
す
る
こ
と
と
者
り
家
し
た
の
こ

の
議
会
に
抽
選
状
態
手
広
ツ
ク
し
て
、
主
も
家
族
そ
ろ
っ
支
持
号
線
闘

が
漁
ご
せ
ま
す
よ
う
、
ぜ
ひ
お
蜘
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
申
し
込
み
は

9
R
m却
5
・
ま
で

V
M
m
数
次
的
姿
位
げ
を
す
べ
て
満
た
す

人
で
1
骨
片
仙
台
つ
?
お

山
山
山
町
議
以
上
町
山
総
米
滅
的
附
凶
深
被
保
険

者
で
、
相
刺
入
問
削
紛
が
1
彬
以
上
の
入
。

筋
線
以
上
?
…
隊
等
認
定
を
受
汁
ぞ
い
る

人
は
険
診
ま
す
。

防
総
年
燃
や
い
綴
療
機
間
関
に
か
か
ら
舎

か
づ
え
入
。

出
山
用
調
印
民
掛
時
雄
暗
然
臨
開
制
問
ゐ
忍
均
約
し
て
い
る

を
療
に
認
し
て
い
る
人

b

混
和
利
目
品
年
江
月
に
伐
善
お
れ
た
綴
崎

会
期
派
総
務
語
審
受
奈
資
の
任
問
か

潟
了
に
返
づ
い
た
と
め
、

t
仙川口肌悩刺殺

経
法
務
部
条
の
規
定
に
よ
り
、
袋
M
倒
的

滋
学
を
次
の
と
お
り
斡
円
げ
し
ま
す
G

9
n
u肉
料
か
ら
受
付
開
始

泌
総
附
朗
人
一
樹
ド
y
ク
金
受
給
し
た
後
、

3
年
tr
経
渇
し
て
い
る
人

Q

仰
短
期
人
関
ド
ァ
ク
災
時
欄
時
け
い
郊
熊
中

で
在
い
入
。

V
受
検
客
員
災
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
朗

人
b

申
し
込
み
多
数
の
総
合
は
鍬
泌

軍
申
し
込
み
対
奪
世
帯
に
は
市
役
所

か
も
ん
附
綴
手
続
的
通
知
走
行
い
ま
す
の

で
、
Q
u
n
m
制
緩
〈
判
門
)
ま
で
に
必
要
事
壌

を
記
入
、
嗣
叶
凶
仰
の
う
え
、
投
孫
子
1
8

5
8
市
役
所
関
係
都
合
液
給
付
絵
へ
滋

送
ま
た
は
媛
け
ず
一
と
だ
さ
い
。

在

ιBW迂
叫
対
象
慾
蛾
帯
、
2
6
9
綾

絡
に
つ
い
て
詰
E
M
に
滋
知
し
ま
し
た
o

wv
輔
問
い
合
わ
せ
密
保
部
ノ
宜
潔
給
付
係

総
州
事
変
以
後
、
公
務
保
織
に
州
間
以
開
加
が
段
、
第
3
凶
額
出
山
政
万
円
)

か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
死
亡
し
た
あ
設
け
る
機
刊
を
政
世
間
L
た
人
で
あ
っ

人
的
泌
総
で
、
総
殺
前
年
4
R
1
て
、
山
川
知
刊
削
年
4
M叶
1
日
に
お
い
て
、

れ
に
お
い
で
、
公
務
扶
助
柊
遣
選
続
年
像
、
公
筏
狭
叫
抑
制
村
等
の
受
け
る

族
革
索
前
却
の
受
総
機
会
心
材
す
る
遺
権
利
を
有
す
る
人
が
い
を
い
時
の
能
回
出

族
が
い
な
い
絡
会
、
議
諒
甘
宣
言
雲
菱
ゑ
警
、
子
、
父
母
、

者
へ
鵠
摺
脇
躍
曜
議
議
諺
欝
議
駿
韓
協
溺

没
族
観
醐
闘
額
顎
鶴
賜
鰯
輯
鶴
鰯
謹
糊

戦
遺
欝
睦
臨
離
麟
麟
鶴
鶴
雛
観
欝
畿
鶴

と
し
て
戦
没
者
I
人
に
つ
き
儲
間
以
叫
附
問
機
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
3
終
線

紛
争
乃
内
、
同
日
年
後
還
の
間
関
績
が
支
内
線
級
の
先
滋
佼
者
必
総
務
口
抗
年
4

徐
容
れ
ま
す
。
円
円
1
門
聞
か
ら
総
如
相
的
年
3
湾
出
8
ま
で

V
対
象
命
総
帥
問
的
特
別
弔
慰
金
の
附
開
い
い
、
品
地
銀
総
金
等
を
受
け
る
犠
利

戸
総
1
防
総
泌
3
叩
ぷ
円
、
第
2
日
出
を
脊
?
る
人
が
い
主
〈
主
っ
た
場
合
、

中
峠
土
地
百
戸
遜
笠
田
哩
務
議
総
4
M
例
制
体

製
品
部
分
譲
の
州
知
せ
ん
柏
崎
分
が
巡
っ
て
い

ま
す
。
調
開
花
開
肌
か
ら
事
い
r
m
w
分
か
ら

日
間
分
と
鐙
宅
地
と
し
て
是
通
で
す
。
ふ
浅
雄
柴
崎
線
と
市
道
的
品
川
首
線
の

る
つ
て
お
申
し
込
み
く
H
ん
さ
い
。
ム
父
然
出
品
改
良
工
事
の
た
め
、

M
月
I
円u

帯
分
綴
係
綴
織
1
3
7
d
か
ら
5
7
・
ぞ
勺
山
科
桜
山
院
議
滅
び
車
道
局
の
総
出
出

1
ば
ま
で
〈
総
線
鳩
山
門
知
経
鍾
)
。
総
滋
絡
の
一
叩
酬
が
食
品
凶
通
行
止
に
な
り
ま

飯
1
4
0
0
好
的
門
会
か
ら
4
4
0
0
万
す
。
ご
協
力
金
h
判
断
酬
い
L
ま
す
。

月

む

ま

で

な

お

、

従

来

パ

ス

は

災

支

夜

間

航

訴

遊

軍
総
ぜ
ん
参
滋
増
込
幾
付
9
附
円
げ
日
し
船
取
線
経
出
問
機
滅
欽
滋
パ
ス
辻
路
市

か
ら
お
8
ま
で
反
日
盤
綴
普
門
、
鯖
台
、
青
山
A
釜
山
槻
と
な
り
ま
す
u

V
治
せ
ん
5
9
同
月
錦
町
悶
V
問
問
い
合
わ
せ
滋
時
間
捕
時
ヱ
泌
総

V
幽
問
い
合
わ
せ
町
民
泊
盤
滞
緩
管
機
係

官
(
出
)
1
1
1
1

出
窮
者
攻
び
ヘ
リ
コ
プ
安
i

審
葉
者
毒
薬
し
ま
す

審

議

会

委

員

選

挙

三

も

っ

て

災

換

を

申

し

出

る

マ

E

V

襲

撃

は

定

め

ら

れ

た

選

議

・
8
骨
、
冬
、
ニ
れ
ち
中
し
山
山
に
つ
い
て
決
と
校
側
愉
湾
総
中
い
い
模
法
掩
記
若
じ
ょ
っ

£

伴

う

法

的

手

膿

窓

し

た

後

、

護

人

名

簿

の

決

定

の

公

て

ま

れ

ま

す

。

撃

で

き

る

入

量

曹
養
鎌
定
数
日
川
人
。
う
ふ
り
2
人
は
学
生
田
を
し
、
綴
液
凝
添
人
名
簿
と
し
ま
す
。
定
選
繁
人
名
簿
い
い
務
総
谷
れ
た
人
P
、

識
経
験
者
か
p
ゑ
市
議
M
V榊
端
付
肱

V
選
挙
人
委
燃
は
機
滋
滋
挙
人
名
簿
仲
間
夜
、
税
制
刷
、
年
齢
附
は
本
側
川
で
す
。
昨
年
は
g
万
5
0
0
0
人
的
参
加
者
合
わ
せ
事
終
(
税
}
1
4
0
6
0
、
深

由

zt嗣
耐
5
年
に
記
載
さ
れ
と
人
が
、
こ
れ
ら
め
人
の
こ
の
選
挙
一
段
祭
は
公
批
判
議
鱗
法
的
遺
で
に
ぎ
わ
っ
た
綾
緩
ま
つ
り
。
今
年
も
山
宮
(
槌
)
2
5
2
6

V
選
挙
人
名
簿
滋
麗
人
名
簿
は
滋
数
内
か
ら
選
挙
し
ま
す
。
湾
は
受
け
ず
、
不
注
投
娘
、
代
酬
明
後
察
、

H

笠
の
数
歩
H

の
ヘ
リ
ゴ
プ
タ
i
滋

総

話

機

工

総

羽

目

叩
州
廷
の
公
告
の
n
口
一
8
R
n
m
M
m
口
〉
か
ら
V
立
候
嬬
溺
選
渠
人
名
簿
が
銭
滋
ず
点
字
数
巣
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
線
開
制
い
い
を
は
む
め
、
多
彩
な
ア
ト
ラ
ず
ン
滋
ン

如
何
殺
を
緩
逃
し
た

g
境
家
(
9
同
月
日
開
門
口
〉
る
と
、
守
緩
姐
開
演
の
交
付
が
州
開
始
さ
れ
は
お
分
で
選
挙
国
唱
に
行
怒
、
内
分
明
、
療
を
紛
殺
し
ま
し
た
。

に
お
け
る
絡
行
抽
地
区
内
の
宅
地
の
所
有
ま
す
が
、
支
持
揖
議
さ
せ
た
い
人
の
草
地
聞
い
て
役
山
回
申
す
る
こ
と
に
な

η
ま
す
。
投
資
尚
早
計
(
野
菜
か
ら
絞
率
ま
で
川
内
で

お
次
札
官
僚
級
機
多
品
刊
す
る
人
で
、
当
設
を
後
で
、
京
総
総
数
せ
ん
屈
を
繰
出
し
、
緩
和
よ
ぴ
翠
雰
選
挙
管
理
者
な
ら
ぴ
忠
治
務
者
及
び
へ
ワ
コ
プ
タ
l
議
総

淡
泊
唱
に
ム
お
い
て
滋
挙
を
な
す
べ
き
人
の
そ
の
滋
幾
人
企
候
補
者
と
す
る
こ
と
も
に
ぷ
念
入
、
滋
挙
縫
の
設
備
や
秩
庁
内
務
叫
繊
細
償
金
総
ゑ
し
ま
す
。

氏
名
、
仲
間
伐
怜
約
反
び
生
年
同
月
刊
討
を
で
き
ま
す
。
終
銭
、
数
然
、
関
明
細
の
効
力
な
ど
に
つ
V
車
用
袋
織
の
申
し
込
み
先
佐
々
木
町

記
載
し
た
も
の
を
作
成
し
、
ご
れ
を
2
次
的
人
は
級
機
融
制
に
な
れ
ま
せ
ん
。
い
て
法
一
般
の
潟
桜
と
問
ヒ
で
す
。
(
的
)
3
5
2
8

週
間
、
公
惑
の
綴
緩
い
い
品
開
し
ま
す
。
山
川
未
成
年
翁
川
山
然
治
絞
殺
ま
た
は
描
申
立
務
機
お
の
数
が
噛
融
緩
す
べ
き
委
員
V
ヘ
ワ
コ
プ
9
i機
嫌
融
政
措
刊
誌
問
*
m
T

こ
の
緩
歳
出
間
約
三
滋
滋
世
平
に
b

禁
治
産
者
防
鉄
則
関
以
上
の
空
総
せ
の
参
議
え
な
い
と
き
言
、
役
察
を
董
悶
癌
*
北
口
か
ら
が
務
総
*
プ
ァ
ク

い
て
港
輩
を
な
す
べ
き
人
以
縦
後
に
供
ら
れ
、
こ
の
紋
科
目
が
終
わ
る
ま
で
、
ま
行
わ
ず
、
そ
時
総
補
者
を
も
っ
て
潟
一
選
ス
ス
ズ
キ
*
ア
日
じ
3

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

名
れ
て
い
る
選
寝
入
各
地
帯
に
制
約
綴
れ
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
ゆ
い
と
が
在
く
人
と
決
定
し
ま
す
0
3
本
深
山
酒
恋
主
車
哀
楽
務
総
*
十
一

や
絞
り
が
あ
る
渇
合
、
岡
山
川
閉
山
門
に
文
告
る
ま
で
の
人
V
醐
問
い
合
わ
せ
区
扇
慾
縫
線
機
淑
係
綴
寄
宿
b

搭
乗
創
刊
3
5
0
6
m
-
m
い

川
柳
慾
品
交
ふ
認
権
者
並
チ
、
父
母
、

然
、
機
父
母
、
兄
弟
帥
妹
、
3
親
等

内
側
桝
館
酬
の
先
滅
的
指

V
間
関
係
名
称
総
会
“
特
例
弔
慾

金
協
殿
山
間
事

V
額
福
岡
山
刊

hn
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タ
パ
コ
1
絡
に
つ
き
、
帆
制
拍
仰
が
市

町
数
号
室
と
な
り
ま
す
。

ア
に
時
咋
苛
出
止
の
タ
パ
コ
消
機
械
は
机
w
a楠
憎

ら
車
内
。
と
れ
は
学
校
プ
i
ル
4
こ
分
抑
制
欄

醐
札
に
似
過
し
ま
す
。

経
タ
パ
コ
は
市
内
で
お
求
め
ぷ
な
る
よ

J
4
7
1
h
判
断
い
い
た
L
ま
す
。

J

匹
i
m
3
9
9
9
r
e
j
2
9
9
j
;

緩
急
*
お
伸
縮
び
と
訂
正

邸
調
噌
庁
出
制
棉
9
同
月
1
門
間
対
的
立
一
嗣
「
竹
内
神

設
立
に
伴
う
炎
漁
綴
伊
的
中
?
一

部
品
車
問
り
が
あ
り
ま
し
止
倫
h
M
絡
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
ω



れ

刊

誌

泣

い

れ

い

け

の

綿

織

喜

一

相

談

v
枠制一一?釘康手帳

線
"
が

H

ゴ
ミ
ゼ
口
の
〔
uu
之

主

れ

ば

鈴

終

身

体

脇

陣

釜

本

包

括

終

wm開
校

Q
M

河
お
口
口
(
永
)
治
相
時
総
立
問
ぜ
。

気

持

ち

よ

さ

も

ま

た

務

総

?

す

。

議

後

セ

ン

タ

ー

交

付

は

午

俊

I
時
か
ら
2
吟
ま
?

軍

調

い

合

わ

せ

滋

絡

線

蹴

務

総

絞

殺

発

達

に

心

配

の

あ

る

チ

ど

も

め

抑

制

滋

毛

帯

申

し

込

み

9
月
山
山
口
ま
?
に
約
後

孫

子

警

棋

王

署

骨

一

関

〉

0

1

1

0

発

途

詩

謡

、

発

途

長

川

叫

す

た

め

の

綴

議

後

品

川

押

防

法

出

選

十

認

ヘ

滋

ぷ

で

「

道

路

ぽ

駐

輪

場

を

次

的

臼

穫

で

行

い

ま

す

。

高

い

合

主

約

議

所

の

不

法

占

拠

即

答

せ

ん
L

骨

調

官

戸

町

内

時

か

ブ

一

3

1

2

5

5

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
i
i
i
i
i
i
i
!
i
i
吋
級
紙
燃
や
ミ
ニ
パ
イ
ク
が
遂
を
平
副
間
前
町
名
世
工
場
所
々
終
樋
押
党
口
者
且
姉
醐
役
セ
ン
タ
ー

こ

ん

て

襲

皇

っ

て

い

る

人

て

い

る

命

名

が

あ

り

ま

す

。

;

い

で

い

る

言

葉

毒

事

目

1

5

ら

霊

祭

努

襲

撃

、

菜

子

市

引

野

言

葉

霊

u

i

き

フ

ェ

ニ

ッ

ク

ス

V
3

が
、
隣
り
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
叶
う
ち
の
犬
は
お
と
な
し
い
か
ら
い
け
な
い
ば
か
り
か
、
万
一
ぬ
と
ち
は
ほ
問
っ
く
し
野
の
一
蕊
お
よ
び
そ
の
幾
滋
緑
樹
反
符
号
(
煉
品
憶
さ
V
対
象
。
歳
‘

E
議
代
℃
判
明
衿
議
品
開
諮
問
回
少
年
野
球
笈
季
大
会

「

ピ

ア

三

一

の

琳

闘

で

「

夜

く

与

い

は

い

い

支

え

は

総

綴

撃

も

救

急

車

も

過

を

い

の

主

義

住

居

表

示

裂

が

行

わ

れ

、

議

出

劃

1

2

0

3

繕

霊

に

心

配

の

あ

る

チ

露

出

卒

皇

室

系

労

災

震
で
設
な
い
」
バ
げ
れ
れ
れ
い
む
日
日

γお
む
け
司
ド
リ
ト
ゴ
れ
の
守
り
は
い
け
ぺ
問
問
。
語
教
自
室
持
品
諸
問
引
い
仙
普
薬
品
ね
れ
ば
町
内
斗
拾

「

3

3

7

3

が

う

る

さ

な

い

会

事

え

た

り

、

怒

ら

に

は

か

と

の

語

そ

議

員

L

方

に

つ

い

て

は

よ

バ

3

2

ら

5

日

蕗

観

樹

V

申

し

込

み

常

事

身

体

望

者

:

絡

に

撒

い

た

の

は

プ

ラ

y

ク

フ

ェ

ド

く
て
縫
っ
か
れ
ま
と
ま
つ
く
り
み
つ
い
た
り
す
ぎ
と
も
あ
る
の
で
す
。
て
い
る
義
務
が
ま
だ
兄
ら
れ
ま
す
。
に
か
け
て
、
喜
重
や
事
業
所
吉
弘
同
子
ま

J
?謀
総

)

6

2

4

1

7

手

段

ド

3

護

M

準
優
勝
は

M

W
柑
て
い
た
い
の
だ
が
、
自
動
車
の
空
よ
犬
も
z
a
中
、
談
仁
つ
主
が
れ
て
い
あ
?
は
殺
孫
子
欽
を
は
ピ
め
と
し
て
、
儀
袋
入
じ
議
知
し
ま
し
た
。
ま
だ
紛
い
我
孫
子
南
つ
く
し
野
一
了
畏
ト
ラ
ン
ザ
ム
、
3
伎
は
ソ
ト
レ
グ

u

か
し
の
務
?
お
こ
主
て
し
ま
う
い
て
は
、
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
結
ス
ベ
i
Z
重
量
め
る
一
方
、
て
い
な
い
人
き
転
入
、
蓄
し
て
雰
授
雪
草
書
蝶
穂
、
心
躍
嬢
膏
栂
訣
ル
毛
主
主
、
ブ
ラ

J
フ
4

慨

す
い
っ
た

H

語

警

u

で

警

A
O
総
長
時
総
主
め
、
し
っ
か
り
す
取
り
手
ぎ
く
雪
捨
て
襲
に
た
人
は
、
斬
し
い
皇
室
し
ま
漁
一
草
川

A
E響
ゆ

療

育

相

談

一

…

J
ス
は
整
会
に
も
出
場
‘
散
し
緩
帥

ケ
ー
ス
高
え
て
い
ま
す
。
燃
し
て
い
と
し
た
識
で
引
い
て
撃
に
波
長
L

な
っ
て
い
る
白
転
車
に
つ
い
て
誌
、
務
総
L
ま

す

の

で

す

」

連

絡

く

ま

い

。

護

番

号

又

は

害

二

曹

長

9
月
四
日
不
一
線
保
護
ぞ
く
も
重
勝
と
企
り
ま
L
た

一

…

m
封

善
が
、
た
と
え
自
分
に
と
っ
て
殺
し
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。
写
機
去
作
事
喜
子
い
ま
す
e

し

か

蓬

絡

庶

務

議

位

雲

一

義

務

門

的

動

受

付

は

午

後

I
Wか
ら

2

す

?

V

少

年

霊

場

令

加

工

5

5

2

1
会

駅

い
良
い
音
工
つ
で
も
、
そ
の
雪
間
開
室
、
こ
の
時
に
、
ッ
ン
告
人
れ
る

L
H違
法
葦
H
を
ぜ
口
に
す
る
に
は
、
i
i
i
i
j
i
l
t
-
v
i
s
i
i
l
i
t
i
-
-
i
i
l
-
-
i
l
i
-
-
i
z
i
z
i
i
i
t
i
l
l
!
大
お

く

人

に

よ

っ

て

ま

た

吹

雪

に

よ

袋

と

室

シ

ャ

ベ

ル

;

妙

で

す

。

自

転

車

:

パ

3

3

2

党

コ

勺

引

っ

バ

パ

リ

だ

ろ

3

6

す

く

な

れ

ば

3

2

離

れ

を

し

た

五

言

語

日

百

五

冨

鴎

つ

て

は

う

る

さ

ぐ

警

~

勺

れ

る

こ

と

が

よ

主

義

り

の

で

き

る
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に
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ど
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ぶ
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え
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が
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険
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治
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い
る
と
き
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な
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し
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品
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か
け
で
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川

I
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l
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!
ー
し
ま
り
車
線
全
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か
品
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L
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と
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6
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れ
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に
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滋

路

を

独

り

占

め

に

V
Uい
日

っ

長

弘

前

。

吋

家

庭

の

P
一

u
f
u一
三

日

ド

ゴ

詩
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は

?
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h
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オ
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ど
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号

越
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ア
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る
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が
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と
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憾
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1
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1
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2
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島

幸

三
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1
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に
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藤
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カ
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。

日
出
全
日
間
中
す
M
M
品
v
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カ
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ア
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フ
問
中
サ
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綿
織
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1
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突
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カ
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舛
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Z
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県
新
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続
き
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式
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こ
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滋
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や
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長
軌
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融
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縫
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関
ぶ
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ま
し
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作
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滋
母
車
柑
捕
市
で
行
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れ
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や
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し
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孫
子
中
的
波
数
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さ
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M
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長
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中
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全
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に
。
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対象普普

及v:

内容

総重量殺

及 び

内容

if5 '[)r e 

1月14・218

3f14 陪 118

芸誌語お{ま iニ手~l主、 BCG 

鵠

ゆ85.9.16(4)

溜北会 1… 12-16

まま (87) 1 1 3 1 

けましょう。

なお、絞学級まで線終で受けられま

す。

01コース 4[縫 10赤ちゃん体操 10心と絡の重量i童と生

l@・ぉ療の総?議 (:j軽量 塁 霞 後 淡 の き 盟 議

弘主ま総依然 10手辛党についてのま部 10滋の祭主主縁談

11邸主、 3 皐滋{室還ま Lくは3

甚選)の韓請i務 (-3鶴接種

21滋・主ま話量ゅの詰量科| かい級品業 10栄養のバランス季語

l1!l26・2号5

l!l28'3註8

3丹1事ー

立罪問{土、 1 期終了後12~18晶、践的問i

に 1長主主棄媛
織さ主 10離乳食総長長 i 談

午後 1:∞~2:紛

〈対象者〉

40歳以上の燃女

〈事時主義範幸薬草〉

害事 1-4本塁謹8

(lOfl 

く内容〉

綴lE謀議認を

体重義・重きま差

問診

務打診

豆孟被検王星

{必望号iこJt:;むて)

(EH宝i土Fム幸誌をご習な下さい)

後投与l土、 0'議長語以上f濁E議をあけ

てJ語、“f'2r別受けてください。

※多毛主話題皇療機燃については、主語符 18

吟 ft1;.事費あびこJ iこJ首殺しますD

性(こ塑埜塑) (樹三笠必) (ご爾語軽
成人海;土年量舎を終わず子語 家践の 主主としてめ車道い i治埠セノターには{県波輔、

その111、総生L教育・お了さんの殺害支符

な e'，ご合援がありましとら、 ここ淡華者〈えさ

病 Lていますりバランスめ 犬、年仁茂i主fMf岳綴と 栄華士、古島幸主綴金:たがいて、

とれた食事をとり、 i護JJl:李 登録を受け、他人にi喜怒の いろいろ寺程量殺につもるさの

;重重語、感日11，をとる iこ1~能生溶 かからないようい緩いまし 総議‘家際紛織などを絞っ

をもがけましょう 9 そして ようお人にかみづいたとき といます。ま丘、センタ一
dリ。

平にぬ浅は忘れずに健康診 誌、ただちに約保健所宏事館 とおE誌のパイプ役として、

僚を受けま Lょう 1255へ議総Lτください。 保i理終j襲践が活動Lていま

気李主にご抱談くださ七、。

午 後1:OO~ 2:0号 午品Ij 'l' 

草案慾{係鍵セン世一) 〈対象袋〉 〈対象者〉 きるため

く対象者〉総長整以上の女性 40線以上の男女
学校や綴止詩型事<"をけてい

者い入
五告でJうることが*

(;î軽綴縁寺講話〉君事 1~4 水量量日 {襲撃事量lHヨ〉 〈実線路湾〉

lOf!2語・ 31
(JOFlまで実施予定〉 2f!事し込み

llFl1・s・a・7・s

滋言書またはハガキでゆし込み 3.Fl下f草案S草子主主a
11・12・13・14・15

18・19・2合
f総量IJ(医療機関} 〈内容〉

く内容〉

. ，1長E査で受付ちれなかった入まと 湾総ょにァクス線 暴露告書エヅクス綴

来線苦手i紛疫機影のふ議絞影

iま縁談後持者議室還の人i主、ハガキ による紛がん総長企も行っ

Iニi主所、 沃名、 主手書官、望書読書主幹吟、
ています

宅恕i譲苦言{主将i二受診してく

F鈎jJ'むを言U、L申し込んでつf""'o tA d い

滋 自己 負銭 1，OOOfIlが必豪華ぞす
議現在阪娠中または、金受喜怒し

とと思われる入!ま受Itiろ
主主~潟真草i民ilf主 2 pll事ま? ; れません

明るい笑顔はみんなの健廉から

r 引年3月8日.9諮

関鑓予定

222 
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が
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古

m震
の

役

割

問

こ

の

う

ち

‘

市
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開
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抗

Y
小
学
校
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に
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端
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と
場
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の
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制
制
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食
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み
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こ
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O
万
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ι努
め
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に
的
給
食
時
金
銭
洗
い
や
い
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市
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の
ゆ
H
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ま
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ぐ
る
み
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け
ん
縫
滋
滋
は
‘
品
教
が
合
な
い
た
的
に
特
定
的
総

合
成
洗
剤
め
務
入
.
山
間
附
m
.
総
務
な
ど
総
経
で
使
閑
刑
す
る
品
開
制
は
、
す
で
に
お
動
は
、
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れ
ぞ
れ
的
立
場
か
ら
後
縦
約
加
物
が
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中
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町
に
駒
情
。
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間
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ん
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に
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て
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ま

す
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術
移
れ
る
こ
と
を
波
け
る
と
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に
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桑
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、

市
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は
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民
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ん

に

石

石
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ん

利

開

。

案

内
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君

主

け

ん

の

普

さ

禁

事

業

者

も

‘

泌

総

工

会

主

ヒ

ザ

問

い

合

わ

せ

農

薬

課

饗

で

す

巴

主

上
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ら

も
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柘

朝

鮮

な

村
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ん

の
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泌

を
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け

て
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す
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皇

制

械

や

印

刷

物
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護

、
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取
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緩
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五
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左
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説

宮

御

刷
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言
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詩

語

勢

湾

建

コ

護

食

事
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る
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鯵
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患

い

全
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総
的
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協
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す
。
二
日
臨
海
京
総
支
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市
民
的
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使
間
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骸
一
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総
書
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P
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孫
子

Z付
金

早
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九
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司
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訓
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武
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い
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に
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工
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に
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の

場

建

鐙

審

議

会

主

教

室
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量

棄
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へ
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協

力
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:
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i
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i
i
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i
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れ
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い
る

2
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見
時
十
時
恒
川
話
料
引
へ
科
義
轟
繁
一
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
が
大
切
訪
れ
が
し
げ
は
刊
行

今
回
品
、
ニ
言
申
の
概
略
を
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介
し

0
小
、
中
学
絞
的
努
総
長
嘉
へ
の
務

r
H
Z
E容
易

n
F
h
E

総
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す
る
と
き
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よ
く
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地
て
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間
ロ
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ま

し
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付

ん

に
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枕

た
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口
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予

ム

化

今
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転

た

ち

の

ん

時

nu
内
政
商
ゆ
な
ど
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限
成
量
な
ど
が
規
制
制
御
ぞ
れ
て
い
ま
す
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必
掛
仰
い
刷
物
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、
来
に
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刷
工
窓
口
聞
に
倹
耐
府
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ぶ
と
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自
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常
心
す
る
占
ヲ
に
し
ま
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の
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割
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小
、
中
学
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綬
絞
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め
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。
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作
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